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11月 21日(金)は「世界漁業デー」 

【海洋プラスチックごみや漁網リサイクルに関する意識調査を 1000 人に実施】 

漁業者が海の環境を守る“漁網リサイクル”へ取り組むことに「良い印象」と 

回答した人は 78.1％、「応援したい」人は 92％にのぼる 
 

リファインバース株式会社（本社：東京都千代田区／代表取締役社長：越智晶）は、日本各地か

ら廃棄される漁網を回収し、再生ナイロン素材「REAMIDEⓇ」(リアミド)へと再資源化する事業を 2019

年より開始し、現在では建材や家電、アパレル製品、オフィス家具など、さまざまな用途で使用されていま

す。11 月 21 日の「世界漁業デー」に先駆け、全国の 20〜60 代の男女 1,000 人を対象に、海洋プラ

スチックごみおよび漁網リサイクルに関する意識調査を実施しました。 

 

本調査では、海洋プラスチック問題への関心の高まりが見られる一方で、「漁網リサイクル」という具体的

な解決策の認知度は 25％にとどまることが明らかになりました。しかし、漁業者がこうしたリサイクル活動に

取り組むことを「応援したい」と回答した人が 9 割を超えるなど、環境保全を自分ごととして捉える意識が根

づきつつあることもわかりました。 

こうした結果から、海洋プラスチックごみ問題の理解が「危機意識」にとどまらず、「行動への共感」に移り

始めていることが見て取れました。 

 

リファインバースグループでは、今後も漁網リサイクルの社会的認知を高めるとともに、廃棄物を価値ある

素材へと再生する資源循環を拡大し、持続可能な社会の実現に貢献していきます。 

 

 

調査結果まとめ 

1. 漁網などの漁具が海洋プラスチックごみの一因であることを知っている人は55.3％ 

2. 漁網のリサイクル技術の存在を知っている人は25％にとどまる 

3. 使い終えた漁網がリサイクルされ、新しい製品に生まれ変わることを「良い」と感じる人は71.3％ 

4. “漁網の再生素材を使用した製品”があれば選びたいと答えた人は69.5％ 

5. 日本各地の漁業者が、海の環境を守るために漁網リサイクルに協力していることに 

「良い印象を持つ」と答えた人は 78.1％、 「応援したい」と答えた人は92.1％に 

  



■調査結果の詳細 

1. 漁網などの漁具が海洋プラスチックごみの一因であることを知っている人は55.3％ 

 日本近海に漂着する海洋プラスチックごみのうち約30％※が漁具由来とされています。今回の調査

でも、漁網や釣り糸などが海洋プラスチックごみの一因であることを「知っている」と回答した人は

55.3％と、半数をやや上回る結果でした。 

海洋プラスチック問題の認知が一般層にも広がりつつある一方で、依然として具体的な発生源や

対策についての理解が十分でない層も多いことが示唆されます。 

※環境省「令和 4 年度漂着ごみ組成調査データ取りまとめの結果について」 

 

2. 漁網のリサイクル技術の存在を知っている人は25％にとどまる 

 リファインバースグループでは、2019 年より廃棄漁網を日本各地から回収し、再生ナイロン素材

「REAMIDEⓇ」として再資源化する技術を開発しました。現在では、オフィス家具やアパレル製品、

文具など様々な製品に使用いただいています。しかし、今回の調査では「漁網のリサイクル技術がある」

と認識している人はわずか24.8％にとどまり、技術の存在や社会実装の広がりが十分に伝わっていな

い現状が浮き彫りになりました。 
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3. 使い終えた漁網がリサイクルされ、新しい製品に生まれ変わることを「良い」と感じる人は71.3％。 

 使い終えた漁網がリサイクルされて新しい製品に生まれ変わることについて、合計 71.3％が「良いと

思う」「やや良いと思う」と回答しました。世代別では、特に 50 代以上で肯定的な回答が多く、70％

を超える人々が漁網リサイクルを肯定的に捉えています。 

 この結果から、海洋環境問題に対して現実的な解決策を提示する取り組みが、世代を超えて共

感を呼んでいることがわかります。 

 

 

4. “漁網の再生素材を使用した製品”があれば選びたいと答えた人は69.5％ 

 漁網を再生した素材を使用した製品があれば「選びたい」と回答した人は 69.5％にのぼりました。 

特に 20 代では「そう思う」との回答が他世代より多く、Z 世代を中心に“環境配慮型プロダクト”を選

ぶ購買意識が高まっていることが見て取れます。50 代、60 代でも「ややそう思う」が高い割合となり、

広い世代で漁網の再生素材を使用した製品が受け入れられる傾向にあることがわかりました。 

今後もさまざまなメーカーと協働し、「REAMIDEⓇ」を使用した製品の拡大を目指します。 
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5. 日本各地の漁業者が、海の環境を守るために漁網リサイクルに協力していることに「良い印象を

持つ」と答えた人は78.1％、 「応援したい」と答えた人は92.1％に達しました。 

リファインバースグループでは、日本各地の漁業者の皆様に協力いただき、廃棄漁網を回収してい

ます。現在で本州を中心に 26 拠点へと拡大し、漁網の回収総量は 1500 トン以上となりました。こ

うした日本各地の漁業者が、海の環境を守るために漁網のリサイクルに協力していることについて、

「良い取り組みだと思う」と 43％の人が回答しており、「どちらかといえば良い取り組みだと思う」と回答

した人と合計して 78％となりました。 

 さらに、廃棄漁網をリサイクルする取り組みを応援したいと思う人は 92％に達し、多くの人々が漁業

者が海の環境を守る姿勢に共感していることが明らかになりました。 
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■リファインバース株式会社 取締役 素材ビジネス 部長 玉城吾郎コメント 

事業開始当初は、『本当にリサイクルできるのか』『手間が増える』という声もあ

りましたが、現場で対話を重ね、共に仕組みをつくっていくことで、今では 26 拠

点にまで拡大することができました。各地域の漁協や漁業者の方々、漁網メー

カーや販売店の皆様のご協力がなければ、ここまでのネットワークは築けませんで

した。 

 

私たちが目指しているのは、「漁網は捨てるもの」ではなく「回収し、再び価値

を生み出すもの」へと社会の認識を変えていくことです。ペットボトルがそうであるよ

うに、漁網も循環の象徴になりうると信じています。 

今回の調査結果は、多くの人々が漁業者の努力やリサイクルの可能性に共感していることを示しました。

これを励みに、より多くの漁業者・企業・消費者と共に、日本から世界へ広げていきたいと考えています。 

 

■廃棄漁網から再生した高品質ナイロンペレット「REAMIDEⓇ」 

REAMIDEⓇは使用済み漁網を主な原料とした高品質リサイクルナイロンペレットです。 

自社で漁網を各地から回収し、回収後は洗浄及びフィルタリングをすることで徹底的に異物を除去します。 
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 再生素材でありながら、バージン材（新品の原料）と比較しても遜色なく活用することができ、さらに

CO2 排出量を約 85％削減することにもつながります。素材の

供給安定性や物性も担保しており、コスト負担も大きな差が

ないことから、現在では建材や家電、アパレル製品、オフィス家

具など、さまざまな用途で使われています。 

 また、静岡県の稲取や下田で漁網の回収・選別プロジェクト

を実施し、漁網の回収の認知拡大や促進に取り組んでいま

す。 

 

■調査概要 

調査主体：リファインバースグループ  

調査方法：インターネット調査 

調査実施時期：2025 年 9 月 12 日〜2025 年 9 月 16 日 

調査地域・対象者条件：東京、愛知、大阪在住、20 代〜60 代の 1,024 名 

■リファインバースグループについて 

「誰にもない視点と技術で、未来の富をつないでいく」 

20 年以上前からサーキュラーエコノミーを実践し、様々な素材の再生・開発に取り組んでいます。オフィ

スや施設で大量に廃棄されるタイルカーペットを、水平循環型リサイクルを実現した再生素材 「リファインパ

ウダー」にするため自社工場で回収・再生をおこなう事業や、廃漁網や廃車エアバッグから高品質リサイクル

ナイロンペレット「REAMIDE」(リアミド)に再生する事業を展開。2023 年からは、鳥の羽根「フェザー」を原

料にした新しいバイオ素材「ReFEZER」(リフェザー)を開発し新事業を開始するなど、ビジネスの力で循環

型社会を実現するため事業の拡大と研究を行っています。 

 

【報道関係のお問合せ】 

株式会社リファインバースグループ  経営企画部 

MAIL：pr@r-inverse.com TEL：080-3568-7041(広報担当：西川) 

 

 


